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（５）小・中学校における体育・保健体育授業の工夫改善に向けた実践例

 

 

（１）調査等から見える学校の課題や目標について 

Ａ校の今年度の体力テスト結果と県基準値の比較については以下の表の通

りである。            ２０１９年度体力テストの県基準値との比較 

課題１ 

項目別では、特に「長座体前 

屈」や「立ち幅跳び」において 

県基準値を下回る学年が多かっ 

た。また、県基準値を下回る項 

目は昨年度から１６項目増えて 

３８項目になった。 

学年別では、第６学年以外の 

 学年で県基準値を下回る項目が 

 見られ、改善が必要である。 

また、第３、４、５学年では前学年時よりも下回る項目が増えており、系統

的な対策が必要である。 

課題２ 

意識調査等からは、運動が好きな児童が多いが、外遊びの状況や学校以外で

の運動の機会について、二極化傾向が見られた。また、「体育の授業は楽しい。」

と答えた児童の割合が、男女ともに全国平均値を大きく上回っており、さらに

授業を充実させることで課題解決につながっていくと考える。 

目標 

「筋力」「柔軟性」「瞬発力」を重点項目として、「バランスのとれた体力

をつくる取組の推進」を学校目標として設定し、授業の工夫改善をとおして体

力向上に向けての取組を行う。 

（２）体育・保健体育授業の工夫改善に向けた取組事例等について 

① 全職員による校内研修の実施  

    本校では、例年、夏季休業中に全職員を対象に体力向上に向けた校内

研修を行っている。低・中・高学年部に分かれ、新体力テストの結果を

分析し、課題に応じた対策をそれぞれ考えていくことで、各担任が主体

的に体育の授業を改善したり体力向上への意識を高めたりするようにし

ている。今年度の対策については、本校の課題である「筋力」、「柔軟

性」、「瞬発力」を改善するための動きを考えた。「動きが簡単」、「準

備が簡単」「運動量がある」という３つの視点をもとに、２学期以降の

体育の授業の準備運動や単元に合わせた感覚づくり、日常的な動きなど

を３種類程度作成した。その後、それらを実際にローテーションして行

い、児童の立場に立って細かな修正をした。各学年２学期の体育の授業

体育・保健体育授業の工夫改善について（Ａ小学校の実践例） 
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では、これらの動きを取り入れて授業を行った。  

【低学年の例】中心的に取り組んだ課題：柔軟性、投力  

 

 

 

 

 

 

【中学年の例】中心的に取り組んだ課題：筋力、調整力  

 

 

 

 

 

 

  ② 第６学年の実践例  

第６学年は、男子１９名、女子１７名、計３６名である。新体力テスト

の結果、県基準値を全項目上回る元気のよい学級である。ただ、前述のよ

うに、外遊びや運動の機会には二極化が見られ、数は少ないが運動が苦手

な児童もいる。すべての児童が関わり合いながら楽しく学ぶことができる

ような手立てを考え、実践を行った。 

ア 個々の課題把握  

 跳び箱運動やマット運動では、掲示物やチェックシートを用いて、自

分の技の課題を把握するようにした。また、視点を設定し、児童が見合

う際に課題を焦点化できるようにするとともに、スモールステップを表

示して、どのような練習をすればよいのか分かるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タオルピッチング 

シャドウピッチングのよ

うにタオルを伸ばして振

る。思い切り腕を振る感

覚をつかむ。 

 

長座ボールまわし 

長座の姿勢になり、自分

の体の周りを手を使って

ボールを回していく。左

右どちらもやる。 

ロケット発射！ 

学校にある市販のウレタ

ン製のロケットを、より遠

くまで投げる。自然に肘が

上がるようになる。 

ラッコパス 

２～３人組で仰向けにな

って円を作り、足首でボ

ールをはさみ、どんどん

パスを回していく。 

カエルドンジャン 

ケンステップなどでコー

スをつくり、両側からカ

エル跳びでドン（両手タッ

チ）→ジャンケンをする。 

キャットジャンプ 

３人組になり、ゴムひもを

張って、それをネコのよう

に飛び越えていく。 

どんどん高くしていく。 

技のポイントを表示して、児童が見比べや

すいようにした。 

スモールステップを表示したチェック

シートにした。児童が、自分がどのス

テップまでできているのか簡単に分か

るようにした。 

技の完成に向けたスモールステップを表示

し、主体的な活動へつながるようにした。  
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 児童が個々の課題を把握した後、課題ごとに分かれて練習に取り組

んだ。掲示物を参考にしながら、自分たちの課題に合わせて場を工夫し

て練習に取り組む時間を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 基礎感覚づくりの場と時間の設定 

 単元を通して、主運動に必要な基礎感覚づくりの場と時間を設定した。

６つの場をグループごとにローテーションし、運動量を確保した。  

【跳び箱運動での活動例：１分３０秒×６つの場】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ グループ活動による関わり合い 

 跳び箱運動や体つくり運動では、グループ活動を行った。運動が苦手

な児童を考慮したグルーピングで、グループの学習カードに記入し、お

ぼくたちの課題は、伸膝後転の

着手から回転の速さが足りない

から、坂を作って勢いをつける

ようにしてみよう。  

私は、手を着く位置が課題だから、

目印のラインを意識して跳ぶことが

できる場で練習してみよう。  

限界突破！ 

（踏み切り、着手の場） 

大きな跳び箱にチャレン

ジしよう。手は遠くに着

こう。まずは跳び乗ると

ころからやってみよう。 

 

ステージへジャンプ 

（強く踏み切る場） 

強く踏み切り、ステージ

の上に足の裏でしっかり

着地する。できる人は回

転もしてみよう。 

心をひとつに 

（友達と合わせる場） 

低い跳び箱を、最初は一

人で、次にペアで跳ぼう。

リズムや着地のポーズを

そろえよう。 

 
ザ・スタントマン 

（回転感覚の場） 

マットの上を、ひざを伸

ばして大きく回ろう。腰

の角度に注意！できる人

は体を反らしてみよう。 

 

クルリンパッ！ 

（回転感覚・着地の場） 

ステージから回転して降

りよう。着地はピタッと

止めよう。できる人は足

を振り出してみよう。 

しっかり支えて 

（着手・腕支持の場） 

連結した跳び箱にまたが

り、腕支持の姿勢で進も

う。手のひらを着いて肩

を体の前に乗り出そう。 
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互いに教え合いながら技能を高めることができるようにした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）取組の成果と課題について（◎：成果、▲：課題）  

 ◎ 全職員で課題を明確にし、体力向上や体育の授業改善に向けて考えるこ

とができた。職員で考えた動きや基礎感覚を高める日常的な動きを生かし

ながら、全学年で計画的に実施していくことが大切であると考える。 

 ◎ 第６学年の実践では、運動が得意な児童だけでなく、苦手な児童も主体

的に取り組むことができた。掲示物や学習カードで、課題解決に向けて自

分が何をすればよいかが明確になっていたので、個別でもグループでも意

欲的に活動することができた。  

 ▲ 学年によっては、昨年度の新体力テストの結果から大きく下回るところ

があった。体育授業チェックシートを活用した定期的な振り返りや、単元

の基礎感覚づくりや授業に関連した遊びを休み時間に実施する等、日常的

な運動の取組が必要である。  

カード表面で、跳び

箱の置き方、跳ぶ方

向、リズム、技の構

成、種類をグループ

で共有化した。 
集団演技の場の例示を掲載し、イメー

ジを共有させた。 

話し合った内容をもとに、お互いに教え

合いながら練習を進めていった。 


